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1　は　じ　め　に

近年，繭生産基盤は養蚕従事者の高齢化，後継者難が顕

在化し，繭の計画生産の実施と再三にわたる政策価値の引

き下げにともなう繭価の低迷などにより脆弱化している。

そこで生産性の向上を基調とした低コスト繭生産技術の

早期確立が緊要な課題であり，ここでは養蚕総労働時間の

26．1％を占める飼育作業の省力化をねらいに，給彙回数の

削減と省力給桑技術の改善，多忙な5齢盛会期の過重な中

間除沙作業の省略，上族後の廃条処坪の省力・軽労働化等

について検討を行った。

本試験は，地域重要新技術開発促進事業の「短繊維用原

料繭の超低コスト生産技術」の中で実施したものである。

2　試　験　方　法

給桑方法の改善試験は，密植機械化桑園よりバインダ型

条桑刈取機で収穫した結束桑を，束を解きながら給桑する

方法に対し．東を解かずに扇状に広げて給桑する方法と比

較した。また5齢中給桑回数の1日1担】，2日1回を設け

て省力効果をみた。中間除抄の省略試験では．改善区とし

てN社製スーパー飼育台UA型（以下U字型蚕座という）

を用いた無除沙飼育と．慣行の移動轟座を用い5齢3～4

日目の除沙区を比較した。廃粂処理の省力化試験では，U

字型蚕座の中間部分を切離し加工の改良を行い，姦座を速

やかに解体できるようにし．更に盃座の下にパレットを敷

き，フォークリフトの利用を可能にした。

試験は1％9年春蚕，初秋益，晩秋蚕期に実施し．供試蚕

品種は太繊度の目507号・日508号×中507号・中508号

（愛称：さきがけ）で，各区10．000頑を供試した。飼育場

所はタキロン板で側壁を囲み床をコンクリート舗装した簡

易垂舎であり．上族は条払い桟を利用した条払い一斉上京

法とした。なお供試桑は1％7年栽椿の苗木密植機械化桑園

で，10a当たり植付本数1．428本．桑品種しんけんもちで

ある。

3　試験結果及び考察

機械収穫した結束桑の1把の重さは．春呑，初秋姦期お

よそ2－2．5kg，晩秋蚕1～1．5kgであった。これを5齢

起蚕から束を解かずに扇状に広げながら給桑したところ，

1日1回給桑区は対照区に比べ拾桑時間が66～82％と短縮

された（表1）。しかし蚕期により束給桑の100kg当たり

給桑時間にかなり差がある。これは蚕期別の密植桑の収樺

枝条良の違いによるもので，給桑作業効率からみた密植柔

の収穫体系の検討が必要である。

表1　給桑方法と給桑時間

蚕　 期 試　 験　 区 品 蛸 品 還）

春 蚕 期 1 日 1回解束給桑区 58 1秒 （100）

束　 給桑区 415　 （71）

2 u l回解東拾桑区 467　 （80）

束　 拾桑区 370　 （64）

初秋姦期 1 日1回解束給桑区 586 秒 （100）

束　 給桑区 388　 （66）

2 日 1回解束給桑区 715　 （122）

束　 給桑区 486　 （83）

晩秋蚕納 1 日 1回解束給桑区 918 秒 （100）

束　 給桑区 757　 （82）

2 日 1匝I解束給桑区 832　 （9日

束　 給桑区 580　 （63）

次に結束桑の5齢給桑回数を2日1回給桑した場合の結

集効率について検討した。給桑回数の削減の目的は，多く

の農家が他作目との複合経営であり，養蚕作業に専念でき

ない場合を想定し，日程調整の一手段として試みた。結果

は，春・晩秋蚕期では2日1回給桑区が1日1回給桑区に

比べ時間短縮したが，初秋姦期では逆に2日1回給彙区の

方が5齢後半の給桑で時間延長した。これは2日1回給桑

では1回当たりの給桑量が極めて多く．給彙台車に全員を

積載できず，台車の有効利用ができないことによるもので
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ある。

次に5齢3・4LJHの中間除沙を省略する無除沙飼育の

検討では，春蚕のように収穫条桑の形態が新梢着生である

と廃条の堆積が高くなり，慣行の錮育装置のような飼育姦

座の深さが40m指圧では，無除沙飼育の拾桑面が姦座の高

さをオーバーして給桑台車が稼動しないので∴飼育垂座の

深さが60cm程度のU字型姦麻を供試した。その結果，春義

則の蚕座が高く堆積しても卜分給桑台車が利用できた。一

方，このU字型姦座は飼育部分が深いので眠座乾燥の際の

拡碓作業などでは，飼育従事者の腹部にレールが当たり作

業にやや難がある。そこで中間除沙を省く体系を組めば姦

座底面での作業国数が減少し，また上族作業や飼育終了後

の廃条片付けでは，姦座解体後の作業であり姦塵の深さは

問題とならない。無除沙飼育の留息点は，春益では5齢4

～511日，初秋蚕では5齢2日Hころから堆積した廃条・

残酒のいわゆる座蒸れであり，その解消改善には給桑前の

ん炊散布や，循環扇の活用が重要と考察された。

以卜のように5齢中間除沙を省略し，廃条が堆積した蚕

蓑3　省力飼育法と飼育・頗糸賀成績（春垂期）

試　 験　 区
2 ノラ頭 収 繭 量 繭

（kg ） （

1 1 日 日 日】慣 行 37 ，4　　　　 2

2 ′′　　 改 善 39 ．8　　　　 2

3 2 日 1 回 慣 行 36 ．4　　　　 2

4 〝　　 改 善 40 ．8　　　 2
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座をスピーディに解体し．塵条片付作業にフォークリフト

等の機械力導入で処理することにより，慣行区に比べ作業

時問でおよそ50％の時間短縮が図られた（表2）。

一方，U亨型蚕座の利用，結束桑給与法，中間除抄の省

略による省力酉蚕技術の繭糸質へ及ぼす影響は，慣行飼育

法と比べ遜色ない結果が得られたく表3）。

表2　5齢中間除沙・廃条処理の作業時間

試験区 除　 沙 条払い

慣行区 85 ：00 103 ：36

改善区 53 ：30

慣行区 80 ：30 84 ：04

改善区 52 ：00

春

廃 条
処 f習

位
模
械
規
機
験
用

単
試
使

1
　
2
　
3

阻 分二秒

1．0箱　3人作業
春蚕：トラクタマニュアフォーク

晩秋毎期：フォークリフト

垂　　繭屑垂　繭層歩合　曲糸長　　繭糸量

g）　　kg）　（％）

．49　　　51，3　　　21．8

．37　　　53．0　　　21．4

．38　　　50，1　　　21．4

．35　　　　49．5　　　　20．9

4　ま　　と　　め

青森作動こおける給桑方法の改善，無除沙飼育，廃粂処

理の機械化体系は，慣行の飼育方法に比べ作業時間を50％

短縮でき，作業強度も廃条処理を機械化したことによりか

なり軽減され，高齢化時代を迎える今後の養垂に対応でき

（m）　　kg）

1．148　　　40．1

971　　　42．6

876　　　39．8

633　　　40．9
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解野率　生糸量歩合
（％）　　（％）

65　　　17．05

63　　　17．46

66　　　17．57

69　　　17．08

るものと思われた。またこの育姦作業体系は，密植桑園の

バインダ収穫体系と省力飼育技術の結合を可能なものとし，

栽桑．青森両面から省力化が図られ∴l二地生産性の向＿＿l∴

飼育規模拡人に有効な技術として経営の安定に資するもの

と期待される。
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